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研究成果の概要（和文）：Sambucus sieboldiana(生薬名：ニワトコ)から免疫賦活作用を有すると考えられる画
分を部分精製し、その作用について解析した。　SSFは活性物質を80％以上含む画分であり、活性物質はベンゼ
ン環を含む糖脂質であると推定された。このSSFはリンパ球の増殖反応において、B220陽性細胞を選択的に増加
させる作用を持つことが示された。詳細については未だ検討の余地があるが、このような活性はこれまでほとん
ど報告されていない。

研究成果の概要（英文）：A fraction having an immunostimulatory action was partially purified from 
Sambucus sieboldiana and analyzed for its action. SSF was a fraction containing 80% or more of the 
active substance, and the active substance was presumed to be a glycolipid containing a benzene 
ring. This SSF was shown to have the effect of selectively increasing B220-positive cells in the 
proliferative response of lymphocytes. Although details remain to be examined, such activity has not
 been reported so far.

研究分野： 生薬学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
各種の機器データから、部分精製物であるSSFはベンゼン環を有する糖脂質であることが予想されている。さら
に、本研究の結果からSSFは、刺激の種類に関わらず、B細胞系の増殖を特異的に増強することが推察された。し
たがって、本研究で見出したSSFは、これまでに報告の無い免疫賦活作用を持つことが示唆され、今後さらなる
SSFの精製と構造の決定、ならびに免疫賦活作用の詳細が明らかとなることが期待される。また、生薬としての
ニワトコの利用法としても、従来の外用薬などの用途とは異なる使い方を提案するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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Fig.1  ConA SSF  

96-well plate 3x105 cells/well Con A (3 µg/mL) SSF (10 µg/mL) CO2

37℃ 5% CO2 24  A: None (control), B: ConA, C: ConA SSF 
 

C B A 



SSF 24
CD4 Con A Con A + SSF CD4
13.7 ± 0.4 10.5 ± 0.2% 11.8 ± 0.8% Con A Con A + SSF

 CD8 CD4
Con A Con A + SSF   

B B220  
Con A Con A + SSF B220 60.4 ± 1.2% 67.7 ± 2.2% 73.6 ± 
1.3% Con A Con A + SSF   

B LPS
SSF  LPS LPS + SSF B220

59.6 ± 2.7 57.6 ± 2.1% 68.5 ± 2.6 LPS LPS+ SSF
Fig. 2   

 
 

Fig. 2  LPS SSF  
6-cm dish 3x107 cells/dish LPS (100 ng/mL) SSF (10 µg/mL) CO2

37℃ 5% CO2 24  A: None (control), B: LPS, C: LPS SSF 
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